
　

い
よ
い
よ
「
わ
た
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ

Ａ
輝
く
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
」
が

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
全
国
か
ら
来

訪
さ
れ
る
選
手
の
皆
さ
ん
が
気
持
ち

よ
く
全
力
で
戦
え
る
大
会
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
令
和
６
年
４
月
１
日
に

知
事
を
本
部
長
と
す
る
「
レ
ガ
シ
ー

２
０
２
５
創
出
推
進
本
部
」
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
両
大
会
を
ど
の
よ
う

に
レ
ガ
シ
ー
に
繋
げ
て
い
く
の
か
伺

い
ま
す
。

　

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
の
開
催
を

一
過
性
の
も
の
と
せ
ず
、
将
来

に
わ
た
っ
て
活
か
し
て
い
く
た
め
、

庁
内
に
部
局
横
断
の
組
織
を
設
置
し

て
、
レ
ガ
シ
ー
の
創
出
・
継
承
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
で
は
、
大
会
で
活

躍
し
た
選
手
や
指
導
者
が
滋
賀
の
地

に
残
り
、
子
ど
も
た
ち
の
指
導
を
は

じ
め
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
貢
献

い
た
だ
き
、
ま
た
、
大
会
を
支
え
る

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に

は
、
引
き
続
き
、
大
規
模
大
会
等
の

様
々
な
機
会
で
ご
活
躍
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

両
大
会
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
様
々

な
レ
ガ
シ
ー
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
と
ど
ま
ら
ず
、
観
光
・
地
域
の
活

性
化
、
そ
し
て
滋
賀
の
共
生
社
会
の

実
現
を
通
じ
て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
に
も
資
す
る
も
の
で
す
。
こ
う

し
た
レ
ガ
シ
ー
創
出
の
取
組
を
全
庁

挙
げ
て
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
健

康
し
が
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

戦
後
80
年

　

本
年
は
、
我
が
国
に
と
っ
て

戦
後
80
年
と
い
う
大
き
な
節
目

の
年
で
す
。
戦
争
を
知
ら
な
い
県
民

が
９
割
近
く
を
占
め
る
今
、
県
と
し

て
主
体
的
に
平
和
へ
の
取
組
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

戦
争
体
験
者
や
遺
族
の
高
齢
化
に
よ

り
、
戦
争
の
記
憶
の
風
化
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
若
い
世
代
へ
戦
争
の
記
憶

を
ど
の
よ
う
に
繋
い
で
い
く
の
か
伺

い
ま
す
。

　

本
県
で
は
、
県
立
で
平
和
祈

念
館
を
設
置
し
、
将
来
を
担
う

小
中
学
生
等
に
も
身
近
な
地
域
で
の

戦
争
の
爪
痕
を
知
っ
て
も
ら
い
、
直

接
感
じ
、
触
れ
、
考
え
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
り
、
戦
争
の
記
憶
を
繋
い
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
は
戦
後
80
年
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
様
々
な
「
平
和
」
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
を
提
供
し
、
特
に
次
世
代

を
担
う
若
い
世
代
が
主
体
的
に
学

び
、
自
分
事
と
し
て
考
え
る
力
を
育

み
、
自
ら
行
動
す
る
機
会
を
広
げ
る

こ
と
で
、
戦
争
の
記
憶
を
確
か
な
形

で
未
来
へ
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

観
光

　

今
年
３
月
、
訪
日
外
国
人
数

が
過
去
最
速
で
１
千
万
人
を
突

破
し
、
４
月
に
は
大
阪
・
関
西
万
博

が
開
幕
し
ま
し
た
。
万
博
開
幕
か
ら

２
ヵ
月
が
経
過
し
、
本
県
に
お
け
る

（
裏
面
に
続
き
ま
す
）

　６月定例会議では、デスティネーションキャンペーン実施に向
けた準備や、高等学校等の授業料負担軽減対象世帯の拡大に要す
る経費のほか、国の内示を受けた公共事業費の追加等に係る経費
など43億3,021万１千円を追加する「令和７年度滋賀県一般会

計補正予算（第１号）」や、ＬＰガスや特別高圧電力料金負担の軽
減に要する経費に関し６億1,174万８千円を追加する「令和７年
度滋賀県一般会計補正予算（第２号）」など、知事提出議案19件
と議員提出議案４件が上程されました。
　これらの審議の結果、いずれも原案のとおり可決または同意し
ました。なお、諮問案件１件については、知事の裁決案は適当と
認めると答申しました。
　また、各委員会では、付託された各議案、請願その他所管事項
について審議等を行いました。

●□□□□◇□□□□■□□□□◇□□□□■

問

問問

答

用語解説 ※１　「デスティネーションキャンペーン」…�ＪＲグループが地域と連携して実施する大型観光キャンペーン。

開催期間｜2025.４.13 sun
　　　　　　　　　→ 10.13 mon

観
光
誘
客
の
動
き
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
に
は
令
和
９
年
秋
の

※
１
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
本
県
開
催
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
ど
の
よ
う
な
方
向
を
目
指
す
の

か
、
ま
た
、
そ
の
た
め
の
推
進
体
制

と
取
組
を
伺
い
ま
す
。

　

県
内
観
光
事
業
者
向
け
の
ア

ン
ケ
ー
ト
等
で
は
、
万
博
を
絡

め
た
団
体
予
約
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

個
人
客
が
増
加
し
た
と
い
っ
た
声
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業

者
に
お
い
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

を
見
据
え
た
外
国
人
向
け
宿
泊
プ
ラ

ン
や
食
事
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
に
取
り

組
む
動
き
も
見
ら
れ
ま
す
。
効
果
の

広
が
り
は
ま
だ
限
定
的
で
す
が
、
万

博
で
の
滋
賀
県
デ
イ
や
滋
賀
魅
力
体

験
ウ
ィ
ー
ク
の
機
会
を
活
用
し
た
発

信
等
に
よ
り
、
本
県
へ
の
誘
客
に
繋

げ
て
い
き
ま
す
。

　

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
は
、
更
な
る
誘
客
に
向
け
、
７
月

を
目
途
に
幅
広
い
分
野
の
関
係
者
と

と
も
に
実
行
委
員
会
を
設
置
し
、
地

答

答

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ

詳しくは
こちら

いよいよ始まる！

国スポ 障スポ

滋賀県議会だより滋賀県議会だより

６
月
定
例
会
議
に
お
け
る

　  

　
質
疑・質
問
か
ら

　質
疑・質
問
の
詳
細

◀
は
こ
ち
ら
か
ら

　質
疑・質
問
の
詳
細

◀
は
こ
ち
ら
か
ら

⑴　第128号 滋賀県議会だより 令和 7年（2025年）7月20日（日）
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こ
の
印
刷
物
は
古
紙
パ
ル
プ
を
配
合
し
て
い
ま
す

域
全
体
で
観
光
振
興
を
図
る
「
観
光

ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
、
地
域
経
済

の
活
性
化
は
も
と
よ
り
、
滋
賀
を
訪

れ
る
方
、
滋
賀
に
暮
ら
す
方
、
一
人

ひ
と
り
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
目

指
し
ま
す
。

ア
ユ
漁

　
※
２「
琵
琶
湖
の
保
全
及
び
再

生
に
関
す
る
法
律
」
の
公
布
・

施
行
か
ら
10
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、

昨
年
12
月
２
日
に
解
禁
さ
れ
た
ア
ユ

漁
の
４
月
末
ま
で
の
漁
獲
量
は
過
去

５
年
平
均
の
半
分
以
下
に
と
ど
ま
り
、

漁
業
関
係
者
か
ら
は
悲
痛
な
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
す
。「
こ
れ
ま
で
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
不
漁
」
と

い
う
状
況
を
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ユ
不
漁
に
対
す
る
当
面

の
対
策
と
、
水
産
業
振
興
に
お
け
る

長
期
的
な
琵
琶
湖
の
環
境
対
策
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　

例
年
９
月
中
旬
か
ら
下
旬
が

ア
ユ
の
産
卵
ピ
ー
ク
と
な
り
ま

す
が
、
昨
年
、
県
内
の
主
な
河
川
の

水
温
が
、
ア
ユ
の
産
卵
に
適
し
た
水

温
を
上
回
る
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
を

確
認
し
て
お
り
、
９
月
の
水
温
上
昇

が
ア
ユ
の
産
卵
に
影
響
を
及
ぼ
し
た

こ
と
が
、
不
漁
の
一
因
で
は
な
い
か

と
分
析
し
て
い
ま
す
。

　

当
面
の
対
策
と
し
て
、
来
期
に
向

け
て
の
産
卵
親
魚
が
不
足
す
る
こ
と

か
ら
、
人
工
河
川
に
放
流
す
る
親
魚

を
当
初
の
12
ト
ン
に
８
ト
ン
を
追
加

し
、
さ
ら
に
放
流
時
期
を
遅
ら
せ
、

ふ
化
を
分
散
さ
せ
る
新
た
な
運
用
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
期
的
な
環
境
対
策
と
し

て
、
関
係
部
局
に
よ
る
「
い
の
ち
を

育
む
琵
琶
湖
を
目
指
す
検
討
会
」
に

お
い
て
、
知
見
を
共
有
し
な
が
ら
対

応
策
を
議
論
し
、
漁
場
生
産
力
の
評

価
と
回
復
に
向
け
た
技
術
開
発
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

下
水
道

　

本
県
全
体
の
下
水
道
普
及
率

は
、令
和
５
年
度
末
で
93
・
０
％

に
達
し
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

で
す
。
県
民
の
安
全
・
安
心
や
、
水

源
で
あ
る
琵
琶
湖
の
水
質
保
全
を
図

る
た
め
、
下
水
道
施
設
の
改
築
更
新

や
維
持
管
理
を
適
切
に
進
め
る
と
と

も
に
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
災

害
に
も
備
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
ま
す
が
、
本
県
の
下
水
道
施
設
の

老
朽
化
の
現
状
と
課
題
を
ど
の
よ
う

に
認
識
し
、
ど
う
対
応
し
て
い
く
の

か
伺
い
ま
す
。

　

本
県
の
下
水
道
施
設
は
、
昭

和
57
年
（
１
９
８
２
年
）
の
供

用
開
始
以
来
、
43
年
が
経
過
し
、
そ

の
多
く
が
耐
用
年
数
を
迎
え
、
大
量

の
改
築
更
新
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、

限
ら
れ
た
予
算
・
人
員
の
中
で
、
い

か
に
効
率
的
に
事
業
を
実
施
し
て
い

く
の
か
が
課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
施
設
を

計
画
的
か
つ
効
率
的
に
管
理
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
中
長
期
的
な
施

設
状
態
の
予
測
や
リ
ス
ク
評
価
に
基

づ
く
修
繕
・
改
築
計
画
を
策
定
し
対

策
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
耐
震
化

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
効
率
的
な
施
設
運
営
の

た
め
、
国
が
導
入
を
推
進
し
て
い
る

民
間
の
知
見
や
技
術
を
活
用
し
た

※
３
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
導
入
に
つ
い
て

も
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

県
立
高
校

　

私
学
も
含
め
た
、
所
得
制
限

を
設
け
な
い
高
校
授
業
料
無
償

化
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

学
ぶ
機
会
の
確
保
や
選
択
肢
の
充
実

に
有
意
義
だ
と
さ
れ
る
一
方
、「
公

立
離
れ
」
が
加
速
す
る
と
い
っ
た
懸

念
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
県
に

お
け
る
公
立
高
校
の
果
た
す
べ
き
役

割
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
高
校
授
業

料
無
償
化
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
立
高
校
の
魅
力
化
の
更

な
る
推
進
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
伺
い
ま
す
。

　

様
々
な
子
ど
も
た
ち
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
多
様
な
学
び
を

提
供
す
る
こ
と
が
、
県
立
高
校
の
役

割
だ
と
考
え
ま
す
。
大
学
や
地
域
と

連
携
し
た
特
色
あ
る
学
び
や
専
門
的

な
学
び
に
よ
り
、
未
来
を
担
う
人
材

を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
学
校
と
地

域
の
つ
な
が
り
の
中
で
地
域
活
性
化

に
も
寄
与
し
、
地
域
づ
く
り
の
観
点

で
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
行
き
た
い
と
思
え
る

学
校
と
な
る
よ
う
、
魅
力
あ
る
県
立

高
校
づ
く
り
に
一
層
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
高
校
教
育
は
、「
答
え
を

見
つ
け
る
」
教
育
か
ら
「
課
題
を
見

つ
け
て
解
決
に
向
け
て
考
え
行
動
す

る
」
教
育
の
場
と
な
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。「
地
域
連
携
」「
高

大
連
携
」「
多
様
な
学
び
」
な
ど
の

取
組
を
更
に
充
実
し
、
魅
力
と
活
力

あ
る
県
立
高
校
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

問答

答

答

問

問

６月定例会議で審議した主な議案 議会からのお知らせ
議案番号 件　　　　　　　　　名 結果

（知事提出）
議第99号～
議第100号

令和７年度滋賀県一般会計補正予算（第１号）
　ほか１件

可決

議第101号～
議第108号

滋賀県職員の育児休業等に関する条例等の一部を改正
する条例案　ほか７件 

可決

議第109号 契約の変更につき議決を求めることについて
（神郷彦根線補助道路整備工事）

可決

議第110号～
議第111号

財産の取得につき議決を求めることについて
　ほか１件

可決

議第112号 権利放棄につき議決を求めることについて 可決
議第113号 令和７年度滋賀県一般会計補正予算（第２号） 可決
議第114号 令和７年度滋賀県一般会計補正予算（第３号） 可決
議第115号 滋賀県監査委員の選任につき同意を求めることについ

て
同意

議第116号 滋賀県人事委員会委員の選任につき同意を求めること
について

同意

諮第 1号 退職手当支給制限処分に係る審査請求の諮問について 適当と
認める

番　号 件　　　　　　　　　名 結果

意見書第 7号 エネルギーの安定供給と脱炭素の両立の促進を求める
意見書案

可決

意見書第 8号 医療機関の経営強化に向けた支援の充実を求める意見
書案

可決

意見書第 9号 防災・減災、国土強靱化対策の推進および緊急防災・
減災事業債による財政支援の延長を求める意見書案

可決

意見書第10号 地方消費者行政に対する恒久的な財源確保等を求める
意見書案

可決

●滋賀県議会ホームページ、X（旧ツイッター）　　
　本会議や委員会の開催情報、議会の仕組み、議員の紹介、会議
録など、県議会の最新の情報を随時掲載しています。
　また、本会議の模様はライブ中継と録画配信をしています。

滋賀県議会ホームページ  https://www.shigaken-gikai.jp/
滋賀県議会 X（旧ツイッター）  （アカウント名　@shigakengikai）

●テレビ放送のご案内
　９月21日（日）・９月28日（日）の午後６時30分から、県議会広報
番組「委員会活動リポート」をびわ湖放送で放送します。
　番組では、９月21日は常任委員会の、９月28日は特別委員会の、それぞれの委員
の紹介、委員会の審査や県内調査の模様、委員長のインタビューなどをお届けしま
す。どうぞご覧ください。

用語解説 ※２　「琵琶湖の保全及び再生に関する法律」…�平成27年（2015年）9月28日公布・施行。琵琶湖を「国民的資産」と位置付け、「豊かな生態系と貴重な自然環境及び水産資源の宝庫」としての幅広い価値をう
たい、その恵沢を将来にわたって享受できる自然と共生する社会の実現に資することを目的とする。

※３　「ウォーターＰＰＰ」…………………………�水道、工業用水道、下水道などの水分野における官民連携の新たな方式で、公共施設等運営事業（コンセッション）に段階的に移行するための「管理・更新
一体マネジメント方式」と、コンセッション事業を併せた総称。

信楽焼のカップ
個人情報の取り扱い：いただいた個人情報は、抽選とプレゼント発送以外
　　　　　　　　　　には使用いたしません。

【応募締切】 令和７年8月31日（日）　当日消印有効

【応募方法】 ハガキ：〒520-8577
 　　　　大津市京町四丁目１-１
 　　　　滋賀県議会事務局　政策調査課
 Email：gikai@pref.shiga.lg.jp
 ＦＡＸ：077-528-4940
 フォーム：右の二次元コード

【記載事項】 ●議会へのご意見
 ●議会だより第128号のご感想
 ●〒 住所　　●電話番号
 ●氏名　　　 ●年代（例：10代）

議会に対するご意見や、議会だよりのご感想をお寄せください。
抽選で10名様にプレゼントが当たります！

読者プレゼント

今号のプレゼント

▶
応
募
フ
ォ
ー
ム６月定例会議で審議した意見書

スマートフォン
等でもご覧いた
だけます。

第128号	 滋賀県議会だより	 令和 7年（2025年）7月20日（日）　⑵


